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[image: image1]74インチ望遠鏡ドームおよび望遠鏡本体。　Webでは晴天は２００夜／年とあるが、研究者によっては３００夜／年とも言う。私（佐々木）の経験上は２００夜よりも良さそうである。

　望遠鏡はまさに岡山７４インチの姉妹機である．古い制御卓はモニター用途として用いられている。制御系は計算機制御となっており、ドーム内の仕切った部屋で制御している。
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制御室内に配置されている制御用計算機。望遠鏡・ドーム制御計算機、DIMMモニター(北極星固定)、気象環境モニター、ドーム周辺ビデオモニター、一般ユーザ用PCがある。Microsoft Windows 上で動作している。
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　　制御室内に配置されている制御用計算機
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　　　　　望遠鏡・ドーム制御計算機画面
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主鏡セル下部構造。アクセス穴から Axial Support の Counter-Balance 周辺をアクセス可能。





主鏡セルの取り外し。2点のChain Block 吊り下げ。





ニュートン焦点CCDカメラ。


2154x2048pixels.


FOV～10 arcmin.
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主鏡セルと　Axial Supportｓ18点（１５可動サポートおよび３固定点）およびRadial Supports １５点（１２可動サポートおよび３固定点）。
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主鏡 Axial Support. 


Pad and Counter-Balance.
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主鏡 Axial Support の荷重チェック。全ての可動 Axial Support はほぼ90kgでバランスしている。1.6トン/18＝90kg。














主鏡セル側にレーザービームガンを設定して、光軸調整を行う。
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入―トン焦点部に紙を置き、レーザービームを得る。カセグレンローテータを回して、レーザービームガンの撓みを相殺して、レーザートラックの中心を光軸とする。を
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ニュートン副鏡のチルト調整、回転調整を行う。





ニュートン焦点CCDカメラ。


2154 x 2048 pixel.


FOV ～ 10 arcmin.





JICA 塚本さん、NRIAG所長 Prof. Salah Mahmoud、政府科学顧問Prof. Maged Alsherbeny への説明 (2009-06-11)。皆さん満足して頂けたようだ。
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主鏡サポート調整後の球状星団像。ほぼ真円の星像となった。











主鏡サポート調整前のベストフォーカスでの星像。3点像となっており、固定点サポートに起因している予想が立つ。
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球状星団Ｍ１３の像。ＦＯＶ全面にわたって星像が改善されている。





こと座環状星雲像。外向けに発信できる像と見なしてもいいだろう。
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